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「食品適正表示の日」を制定しました 

 

○食品表示は適正ですか？ 

食品の表示は、消費者が商品を選択するための大切な情報源です。 

愛知県では、小売店舗等を巡回して表示状況を点検する遵守状況調査や研修会等を実施

して、食品表示の適正化に取り組んでいますが、産地偽装などの不適正事例が後を絶たず、

食品表示に対する消費者の信頼が揺らぎかねない状況となっています。 

このため、今年度から新たに毎月第１木曜日を「食品適正表示の日」を定め、食品表示

に関する点検・啓発を更に強化することとしました。 

  

○６月４日に「食品適正表示の日」がスタート 

初日の６月４日（木）には、食育推進課及び各農林水産事務所農政課の担当者が、県内

の食品小売店舗を巡回し、いわゆるＪＡＳ法により生鮮食品に表示が義務づけられている、

名称や原産地などの項目が適正に表示されているか点検するとともに、店舗の担当者に啓

発資材を手渡して、表示のチェックに万全を期すよう要請しました。 

この模様は、新聞やテレビで数多く報じられ、大きな啓発効果を発揮するとともに、消

費者の食品表示に対する関心の高さをあらためて裏付ける結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第１木曜日（いちもく）は、『一目（いちもく）瞭然』！ 

さて、この「食品適正表示の日」。「適正表示

は一目（いちもく）瞭然」という合い言葉との

語呂合わせで毎月第１木曜日（いちもく）と定

めたものです。 

県では、７月以降も、第１木曜日には集中的

に店舗巡回を実施し、毎月１度は表示内容を再

点検するよう、事業者に呼びかけていくことと

しています。 

作成した啓発資材（クリアファイル） スーパーで担当者に万全なチェックを要請 

 

情 報 サ ロ ン 

 

食育推進課



尾張農林水産事務所 

 

お米からスイーツ 長久手町米粉レシピコンクール 

～ 全国から240点の応募がありました ～ 

 

水田農業構造改革対策に取り組む尾張農林水産事務所では、調整水田等の不作付地の

解消と米の生産調整を実効あるものにするため、飼料・米粉用水稲の作付を推進してい

る。米を地域資源と位置づけている長久手町では町内でとれた米粉を使ったパンを直売

所あぐりん村で提供している。 

 

今年、食料自給率の向上という

流れから米粉に着目し、新しいレ

シピ開発を通じて、その需要拡大

と、水田の維持・保全を図ること

を目的に長久手町米粉レシピコン

クール(主催；長久手町、JA あい

ち尾東、(株)長久手温泉）が企画

された。米粉を主な材料とするオ

リジナルの料理、パン・スイーツ

のレシピを2月から募集し、6月

13 日に長久手町福祉の家ござら

っせで表彰式があった。 

 

5月27日の審査では、全国から応募のあった240点のレシピをもとに作品を再現、試

食し優秀作品を選定した。長久手米粉レシピ大賞は、米粉を牛乳に溶かした冷たいデザ

ート「米粉のブラマンジェ」（埼玉県、(有)新しい村 森の市場・結）が受賞、米でデザ

ートを作るという発想が評価された。愛知県知事賞はネーミングがおもしろい「冷めて

も う米（まい）! たこ焼き」（豊田市在住の学生、佐俣美妃さん）が選ばれ、審査員か

らは学校給食で出せば子どもたち

の人気メニューになるとのコメン

トがあった。 

受賞作品の試食には長い列がで

き、気に入ったスイーツの作り方

を会場に置かれたレシピ看板を携

帯写真に撮る来場者が目立った。

今後の、米粉スイーツ・料理の普

及、米の消費拡大が期待される。 

 

地域トピックス 



 東 日 本 情 報  

                   東京事務所行政課農産物流通対策グループ 
 

農林水産知的財産保護コンソーシアム設立 

 

平成 21 年 6 月 19 日、我が国の農林水産物や食品における知的財産面での保護強化を

目的とした、「農林水産知的財産保護コンソーシアム」が設立されましたので、その概

要をご紹介します。 

 

１ 現状 

近年、日本産農林水産物等への評価が高まり、「日本ブランド」の海外展開に取り組

む産地が増えている。国も、農林水産物等の輸出額を平成 25 年までに 1 兆円規模を目

指しており、平成 20 年の農林水産物全体の輸出額では 4,312 億円と前年比▲0.6％であ

るものの、農産物については、2,437 億円（前年比＋9.8％、対 H16 比＋47％）と順調

に伸びている。輸出先も 7割がアジア地域への輸出となっている。 

特に、中国、香港、台湾におけ

る日本産の評価は「見た目が良い、

品質がよい、高級感がある」が上

位を占め、「日本ブランド」の強

さが現れている。 

一方、「日本ブランド」が海外

で認識され、輸出が増加するに伴

い、中国などの「漢字圏」で、日

本の地名等が各国で商標登録出

願（模倣）され、国内産地の海外

事業展開に悪影響を及ぼす事例が起こってきた。 

 

２ 実例 

「青森」、「鹿児島」、「静岡」、「松阪（マーク入り）」などが中国の企業や個人

が出願申請。「讃岐・さぬき・SANUKI」が台湾企業により既に出願登録済みで、現在無

効審判を申請中。 

 

３ 問題点 

商標登録はいわゆる“早い者勝ち”となるので、例えば、各国で既に登録された商標

名を付して販売すると、その権利者から警告・提訴される可能性がある。 

 

 今までは、このような問題が起こると、それぞれの自治体や業界団体が対応（異議申

※農林水産省会議資料から作成

（億円）

※コンソーシアム＝事業共同体 



し立てなど）するしかなく、言葉や慣習、専門知識など多大な労力を必要とすることか

ら、国が旗振り役となって商標監視や現地調査などの情報収集、相談窓口となるコンソ

ーシアムを立ち上げた訳です。 

 

４ コンソーシアムについて 

 このコンソーシアムは、農林水産省が民間会社に事業を委託し、愛知県を含む５５の

地方公共団体や法人、個人が会員となって、次の事業を行います。 

① 中国、台湾における商標出願状況の一元的監視活動の実施。 
② 「日本ブランド」の農林水産物・食品に係る模倣品、産地偽装等の海外現地調査
の実施 

③ 海外における知的財産問題に係る国内相談会の開催 
  

 上記①の出願状況監視活動についての費用は利害関係団体の分担となりますが、相談

窓口として利用することは無料で行うことができ、関係情報の提供も受けることができ

ます。 

 では、有料となる一元適監視活動とはどのようなものかというと、「ウォッチング調

査」と「スクリーニング調査」に分かれます。 

 「ウォッチング」とは、特定の文字等（類似も含む）の出願状況を監視し、公告時に

異議をかけるための調査で、「スクリーニング」とは、特定の文字等が既に出願登録さ

れているかの調査です。 

 この際、いずれも「類似性」には、単に漢字やマークが似ていることだけではなく、

「発音」が似ているものや、商品や役務の分類（国際条約で４５分類に区分）など専門

知識が必要となってきます。 

 各地方自治体や事業団体でこれらの調査を行うことが非常に困難であることは、既に

商標問題で影響を受けた自治体の報告で明らかになっています。 

 

 先日、某新聞記事では、日本の地域名だけではなく、芸能人やスポーツ選手の個人名

まで商標登録されていることが報道されました。 

 せっかく国内で認知されている「ブランド」が、海外で先取り（模倣）され、輸出す

ると「本物」が「偽物」となってしまうのです。 

 以前参加した別の知的財産に関する講演会では、「知的財産を活用（保護を含む）す

るためには費用がかかる。どう対応するかは、その地域（個人）のビジョン次第。費用

面から、“何もしない”という選択肢もあるので、費用対効果をしっかりと考えて取り

組んで行くことが重要である。」との話しもありました。 

「しっかりと考える」際の一つの指標となるコンソーシアムが設立されたので、「あ

との祭り」とならないよう、活用していただきたいと思います。 



 

学校給食地場農産物利用拡大事業について 

 

このたび、農林水産省では、学校給食への地場農畜産物の利用拡大に対して原材料費に

まで助成する新規事業を追加経済対策に盛り込み、５月２９日に国会で成立した補正予算

で「学校給食地場農産物利用拡大事業」として事業化しました。 

ここでは、全国で約５０００億円の食材需要があると言われる学校給食における、地場

農産物の利用拡大の動きについてご紹介します。 

 

１ 背景 

 学校給食の地場農産物の利用については、国は平成２２年度までに利用割合（食材ベ

ース。都道府県平均）を３０％以上とするとの目標※１を定めており、本県も同年度まで

に利用割合を３５％以上にすることを目標※２とし、取り組みを進めています。 

一方、「当日調理が原則」などの特殊性がある学校給食向けの供給体制の確立がされて

いないことから、平成１９年度地場農産物の利用割合は全国平均で23.3％（本県22.8％ 

文部科学省調査）にとどまっています。 

しかし昨年6月の学校給食法の改正で、学校給食で地場農産物の活用に努めることが

明記され、食育上の教育的配慮から利用の拡大が謳われています。 

 

２ 事業の概要 

  平成２１年から２２年までの２年間に、地場農畜産物※３の利用を一定割合以上増やす

計画を立てた地域に対して、利用を拡大した献立の開発経費や原材料費、集荷・配送経

費や生産者と学校給食関係者との連携活動などに助成する。 

 

３ 助成の内容 

学校給食地場農畜産物利用拡大事業

 助成事業

連携活動の実施　　　　　　　　　　　　　　　（定額 上限１００万円）
【協議会開催費、処理規格・基準の作成検討費、交流活動費 等】

地場農畜産物利用拡大献立の導入・実証　　　　　　（1/2助成）
【実証する献立における地場農畜産物の原材料費】

冷凍・加工食品の試作・開発　　　　　　　　　　　　　　（1/2助成）
【検討委員会の開催、試作費用、試食会開催費、調査費 等】

新たな集荷・配送・搬入体制の構築、加工の実施　（1/2助成）
【運送費、保管経費、保管用機器整備費、加工係増経費】

 推進事業（事業実施主体が行う推進指導）
 

食育推進課 
西 日 本 情 報 



４ 事業の対象 

事業実施者には、 

①ＪＡ、市町村（学校設置者）が構成員となっている協議会 

  ②市町村又は民間団体（ＪＡ等農業団体、加工業者、学校設置者等と共同で実施） 

  で、市町村のうち一部の学校や学校給食センター単位でも、地場農産物の利用を拡大、

定着させるための以下の計画を策定すれば、事業実施者となることができる。 

 ・学校給食における地場農産物の利用割合を平成20年度と比べて平成22年度まで

に５ポイント以上拡大させる計画 

 

５ 今後の予定 

  事業実施は平成21年度及び平成22年度に限られ、 

平成21年度の事業実施者からの計画の協議は21年8月下旬に実施予定で、承認があ

り次第、事業が開始されます。 

 

６ 生産者にとってのメリット 

学校給食における地場農産物の利用を拡大することは、生産者側にとっても以下のよ

うな様々なメリットがあります。 

① 出荷先として、最初から決めて出荷する場合、包装資材や手間が省けるほか、地場

で供給するので流通コストも節約できる 

② 予め決まった量を販売できるので経営の安定に寄与する 

③ 地域の子ども達が食べる食材を供給することでやりがいを持って取り組める 

④ 地域住民の地域の農や食への愛着や理解を深めることができる 

生産者としてもこの機会をとらえ、地場農産物の供給拡大を進めることが期待されて

います。 

 

※１ 食育基本法の食育推進基本計画 

※２ あいち食育いきいきプラン「食を通じて豊かな心を育むための目標」 

※３ 本事業では、事業実施地域を含む都道府県内で生産された農畜産物のことをいう。 



 

 

 

 

       東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

「 葬 儀 力 」 

「葬儀力」・・・初めてこの言葉を目にしたとき、

正直何のことかわかりませんでした。横浜みなとみら

いにあるパシフィコ横浜で平成２１年６月２５、２６

日に開催された「フューネラルビジネスフェア 2009」

（フューネラル＝葬祭）のキャッチフレーズが「葬儀

力」でした。 

葬祭関連企業約１００社が参加するこのフェアは

今回で１３回目を迎え、来場者も 2002 年開催の第６

回時に約 5000 人だった参加者が回を重ねるごとに増

え、昨年の実績は約 8000 人余（主催者 HP より）とな

っておりニーズの高さが伺えます。参加企業も自動車

（ハイブリッド霊柩車）からエコバックメーカー、映

像関係まで幅広く、会場内では映画で話題となった

“納棺”のデモンストレーションなど数々の催し物が行われていました。 

葬祭業界は拡大産業と言われるなか、「葬儀」

の形態は密葬や直葬（火葬のみ）が徐々に増加

し、内容も多様化しているそうです。フェアの

中でも装飾がシンプルな（花の少ない）祭壇や

ピンクのバラなどで装飾した祭壇、造花（フェ

イク）の祭壇（！）など、「多種多様」という言

葉がピッタリといった感じです。中にはリース

用のフェイクフルーツの盛り籠もありました。

フェイク技術も年々精巧になり、安価な葬祭ニ

ーズに対応するのだとか。 

本県は日本一の花き産地で、数ある花の種類の

なかでも輪菊は主力。その主な用途が仏花です。

生花を扱う企業の担当者からは、「葬祭には、輪

菊「神馬」だけでなく、「精興の誠」も根強いニ

ーズがある。品質の良いものを安定供給してい

ただきたい。」との話がありました。日本一の産

地だからこそ品質にはこだわってより良いもの

を作り続けていただきたいと思います。 

人生最後だけはフェイクでなく「本物」で終わ

りたいと思うのは私だけでしょうか？ 

フラワーページ 

キャンドルを使ったシンプルな祭壇 

一般的な祭壇 

赤系の花を使った祭壇 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ハウスみかん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ５４０ ３３７ ８５５ ８９９ 佐賀 (１８％)
(６２％) 静岡 ( ７％)

大分 ( ７％)
２１年見通し ５００ ３００ ９００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

地元蒲郡からの入荷が中心。 単価が高いことから、中元・盆のギフト需
原油高による加温控えの影響で露地もの 要中心。試食宣伝会を実施すれば消費は一時
や中晩柑種への作付転換がみられ、集荷時 的に増えることから、割高感が日常的な消費
期の遅れも予想される。品質は平年並み。 の障壁になっている。１パックの数を５～６
品種は「宮川早生」が中心。 個から４～５個にするなど、消費者にとって
入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 買いやすくする工夫も必要。
年をやや上回る見込み。 出荷の際は、特に浮皮や着色などに注意し

て選果して欲しい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：とうがん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ８０４ ２９７ １０９ １３７ 神奈川（２２％）
(３７％) 静岡 （１５％）

岡山 （１１％）
２１年見通し ８３０ － １０５ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

沖縄産が６月中旬でほぼ終了し、愛知、 業務用途が高い野菜である。今後の需要増
神奈川、静岡などが出荷の中心となる。 加のためには、料理方法の提案などにより一
本県産の出荷開始は５月下旬で、本格的 般家庭での消費拡大が必要である。
な出荷は６月中旬、出荷ピークは７月中下 出荷量が日により大きく増減することのな
旬の見込み。神奈川の「小トウガン」は昨 いように安定的な出荷をお願いしたい。
年より前進出荷しており、６月の入荷量が 出荷時における若採りと表皮の粗毛除去を
多い。各産地ともに生育は概ね順調である 励行し、形や色を揃えるなど高品質の保持に
が６月中旬以降の天候不順により果実肥大 努めて欲しい。特に県内の一部産地で玉回し
への影響が懸念される。 が不十分なため果皮が濃緑色に揃わないもの
全体の入荷量は前年をわずかに上回り、 があるので、適切な栽培管理に努めて欲しい
価格は前年をやや下回る見込み。 。



名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し

６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ３６，０８６ 188 202 177 長野 24%
１７年 ３３，１１９ 178 213 188 愛知 13%
１８年 ３３，２５６ 200 195 227 北海道 12%
１９年 ３２，９４６ 191 210 220 青森 10%
２０年 ３４，７５７ 203 193 159

５ ヵ年平均 ３４，０３３ － － －

２１年見通し ３２，９００ － － －

１６年 ２，６１４ 96 83 74 青森 50%
１７年 ２，２５９ 64 104 69 北海道 30%
１８年 ２，００８ 85 106 122 岐阜 9%
１９年 ２，２０８ 64 87 82 群馬 8%
２０年 ２，１３９ 70 62 59

５ ヵ年平均 ２，２４６ 76 88 80

２１年見通し ２，１００ 80 75 70

１６年 ２，２７８ 116 123 113 青森 64%
１７年 １，６９１ 113 157 157 北海道 31%
１８年 １，９９１ 214 195 170 中国 2%
１９年 １，９５１ 120 112 114 愛知 2%
２０年 ２，０２５ 164 107 74

５ヵ年平均 １，９８７ 146 138 124

２１年見通し ２，０００ 120 120 120

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１７
１４３
１９１
１１５
１１３

１３５

　月末から青森、北海道からの入荷が始ま
る。青森は干ばつの影響を受けたがその後
回復して作柄は順調。北海道は下旬から８
月に入荷開始、ピークは定植後の天候によ
る。生育は順調。
　入荷量は前年並みで、価格は安かった前
年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は青森の平たん部から北海道に切り
替わる。月後半には岐阜の高原ものの入荷
が始まる。作柄は良好で、入荷は順調であ
ることが予想される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

　葉ものの入荷が増える長野、地元愛知、
北海道等からの入荷が中心となる。生育は
順調だが、葉物を中心に、産地の切り替わ
りにより一時入荷量が減る品目もある。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９６

２０６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
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ん

８４
７７

１０４
７８
６４

８１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１８８
１９３
２０８
２０８
１８４
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６月２３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １３２，２７７ 206 208 191 茨城 12%
１７年 １２５，４９７ 194 231 192 群馬 12%
１８年 １２２，０７８ 215 218 260 長野 12%
１９年 １２３，４９９ 206 234 247 青森 9%
２０年 １３２，４２２ 229 199 180 （愛知産比率） 1%

５ ヵ年平均 １２７，１５５ － － －

２１年見通し １３０，０００ － － －

１６年 ９，９７２ 94 80 77 北海道 50%
１７年 ９，０５８ 73 96 70 青森 40%
１８年 ８，５００ 84 101 117 岩手 4%
１９年 ９，４１５ 67 89 81 宮城 2%
２０年 ９，７７４ 72 58 65 （愛知産比率） -%

５ ヵ年平均 ９，３４４ 78 84 81

２１年見通し ９，７００ 85 85 70

１６年 ６，６０９ 109 115 115 青森 50%
１７年 ５，９６４ 101 139 146 千葉 26%
１８年 ５，８５０ 197 196 185 北海道 26%
１９年 ７，３００ 106 101 111 中国 1%
２０年 ７，２１２ 149 104 87 （愛知産比率） 0%

５ヵ年平均 ６，５８７ 131 128 126

２１年見通し ７，１００ 120 110 115

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１３
１２９
１９３
１０６
１１５

１２９

　千葉に加えて、青森、北海道からの入荷
が増える。青森の生育は６月の低温、日照
不足でやや遅れぎみ。栽培面積も減少。千
葉の生育は概ね順調で肥大良好。北海道の
生育はは種後の降霜等でやや不良。入荷量
は前年並みで、価格は前年並みの見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森に加えて、北海道が本格出荷。北海
道は一部産地を除き順調な生育。青森は早
出し産地が終盤となり、後続産地では６月
に入り低温の影響で生育がやや遅れてい
る。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

　群馬、長野の高冷地と東北産地からの入
荷が本格化する時期となる。各品目とも生
育は概ね順調だが、５月の低温、６月の天
候不順の影響による遅れも見られる。
　入荷量は平年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

１１５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１４

２２８
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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　　　　区分
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と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
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計

２０１
２０６
２３１
２３０
２０２

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ２，８５２ 71 81 87 長野 99%
１７年 ２，３３７ 62 68 65 北海道 1%
１８年 ２，４８７ 72 70 93 茨城 0%
１９年 ２，６１２ 63 70 85
２０年 ２，２３４ 97 69 68

５ ヵ年平均 ２，５０４ 72 72 80

２１年見通し ２，２００ 80 75 70

１６年 ３，７６６ 113 104 79 群馬 38%
１７年 ３，６２７ 72 67 56 長野 35%
１８年 ４，０７０ 72 62 80 茨城 11%
１９年 ３，８９４ 92 112 107 北海道 9%
２０年 ３，９７８ 79 68 68

５ ヵ年平均 ３，８６７ 85 82 78

２１年見通し ３，９００ 70 70 70

１６年 ２９４ 598 553 524 岐阜 83%
１７年 ２４４ 640 836 590 北海道 5%
１８年 ２６３ 621 583 788 長野 4%
１９年 ２６８ 650 717 719 愛知 2%
２０年 ２４８ 627 584 533

５ ヵ年平均 ２６４ 626 651 630

２１年見通し ２６０ 650 650 650

６５２
６９５
５８３

６３２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜を中心に、北海道、長野から
ごく一部入荷。作付面積は変化なし。需要
期ではないので、価格に大きな変化はない
と予想される。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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５５７
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９７
６５
７１

１０４
７１

８２

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は長野、群馬中心。群馬は入荷量の
増加が見込まれ、作柄も順調。茨城は雨と
低温の影響でで入荷時期がは１週間ほど遅
れる見込み。
　入荷量、価格とも前年並みとなる見込
み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野中心。長野以外では作付面積
減少。入荷量増える。量販店での販売量が
減少する時期で、業務用の需要が中心とな
る。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ５，５０２ 60 68 84 長野 84%
１７年 ６，２４３ 43 48 48 群馬 9%
１８年 ６，２６５ 58 59 86 茨城 5%
１９年 ６，６４４ 50 58 73 北海道 1%
２０年 ６，３２２ 85 49 49 （愛知産比率） -%

５ ヵ年平均 ６，１９５ 59 56 68

２１年見通し ６，６００ 60 60 60

１６年 １５，２６０ 101 90 74 群馬 50%
１７年 １５，２６６ 73 63 57 岩手 22%
１８年 １６，０１９ 66 56 72 茨城 7%
１９年 １５，２８４ 74 96 93 北海道 6%
２０年 １５，１５９ 65 60 60 （愛知産比率） 0%

５ ヵ年平均 １５，３９８ 76 73 71

２１年見通し １５，７００ 70 70 65

１６年 １，１３１ 536 510 651 栃木 23%
１７年 １，０７２ 572 769 543 茨城 21%
１８年 １，０６８ 567 535 839 岩手 21%
１９年 １，０４９ 543 677 640 群馬 19%
２０年 １，１８９ 463 474 513 （愛知産比率） 0%

５ ヵ年平均 １，１０２ 535 589 635

２１年見通し １，２００ 480 520 520

６３９
６１８
４８２

５８３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手と関東高冷地からの入荷が中心とな
る。栃木の生育は昨年より前進傾向だが順
調。茨城の生育は概ね順調。岩手は寒暖差
の大きな天候の影響で生育にバラツキがで
たが回復しつつある。群馬も生育良好。入
荷量は前年並みで、価格は安かった前年を
やや上回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬、岩手からの入荷が中心となる。群
馬の生育は概ね順調だが、一部の作型で低
温による遅れが見られる。岩手も生育は順
調で肥大は良好である。茨城は栽培面積が
増え、前年並みの生育。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は安
かった前年をかなり上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心となる。長野の作
付面積はやや増加したが一部産地で６月に
雹害あり。また、一部産地で生理障害が懸
念される。群馬の生育は順調で平年並み。
茨城も生育は順調である。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並みとなる見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ９３３ 311 349 332 愛知 37%
１７年 ８１９ 378 363 393 大分 11%
１８年 ８０６ 341 370 409 鳥取 8%
１９年 ７６０ 352 513 473 茨城 7%
２０年 ８６５ 359 391 376

５ ヵ年平均 ８３７ 347 394 393

２１年見通し ８５０ 350 370 400

１６年 ２，１４６ 125 164 121 長野 99%
１７年 ２，２３１ 92 117 99 北海道 1%
１８年 ２，３３１ 102 83 199 0 0%
１９年 ２，２０９ 115 153 242 0 0%
２０年 ２，２５５ 118 115 90

５ ヵ年平均 ２，２３４ 110 126 151

２１年見通し ２，２００ 130 120 110

１６年 １，９４９ 185 241 161 長野 43%
１７年 １，５６９ 280 347 171 北海道 22%
１８年 ２，３１６ 166 233 276 埼玉 12%
１９年 １，４３４ 311 338 322 岩手 5%
２０年 １，６１４ 236 200 153

５ ヵ年平均 １，７７６ 226 266 217

２１年見通し １，６００ 250 220 200

３３０
３７８
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１９１
２６０
２２１
３２２
１９５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野、北海道、埼玉、岩手で、夏
秋ものが中心。生育は良好。
　入荷量は前年並みで、価格は安かった前
年を大幅に上回る見込み。

２３３

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は前月に引き続き長野中心。上旬に
１度目のピークが到来し、中旬は入荷量の
谷間となる。下旬は産地が高地に切替わ
り、入荷増の予定
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年をかなり上回る見込み。
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ス

１３５
１０４
１２５
１７０
１０６

１２８

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は白ねぎが大分、関東産、長ねぎは
愛知、北海道など。
売り場は白ねぎが多く、愛知の長ねぎは近
年価格低下。北海道、茨城は作付面積の増
加で入荷量の増が見込まれる。
　入荷量、価格とも前年並みとなる見込
み。
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４４０
３７５

３７７
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ４，２９７ 226 218 226 茨城 62%
１７年 ４，１８０ 288 256 227 千葉 15%
１８年 ３，８８６ 275 323 328 埼玉 7%
１９年 ４，０３１ 277 349 321 中国 5%
２０年 ４，３４８ 292 250 219 （愛知産比率） 0%

５ ヵ年平均 ４，１４８ 271 277 262

２１年見通し ４，１００ 300 300 300

１６年 ８，７１７ 118 146 112 長野 75%
１７年 ８，８４１ 74 101 90 群馬 16%
１８年 ８，７９４ 93 82 225 岩手 6%
１９年 ８，２４２ 107 145 236 茨城 1%
２０年 ８，９８２ 106 104 92 （愛知産比率） －

５ヵ年平均 ８，７１５ 99 115 150

２１年見通し ８，５００ 130 130 120

１６年 ９，０８５ 172 204 132 福島 37%
１７年 ７，６１９ 262 295 155 岩手 16%
１８年 ７，０３５ 187 216 368 秋田 10%
１９年 ７，０８５ 336 301 290 茨城 7%
２０年 ８，４６８ 227 162 126 （愛知産比率） －

５ヵ年平均 ７，８５８ 234 232 206

２１年見通し ８，２００ 270 230 200

２２４
２５６

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

１６４
２３３
２５６
３０７
１６８

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　福島を始めとする東北産地からの入荷が
中心になる。福島の生育は低温の影響はあ
るものの概ね順調である。岩手、秋田のハ
ウス、露地はいずれも６月の低温で生育が
遅れぎみ。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

２２０

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、群馬からの入荷が中心となる。長
野の生育は概ね順調であったが、雹害を受
けて出荷量は減少する見込み。群馬の生育
は日照不足と夕立が多く、肥大の遅れがみ
られる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１２４
８９

１３０
１６４
１００

１２１

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城からの入荷が中心となる。茨城の生
育は順調であるが、昨年より肥大は悪い。
また「べと病」が多発傾向にある。千葉、
埼玉の生育も概ね順調であるが、昨年より
肥大は悪い。
　入荷量は昨年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

３０８
３１５
２５３

２７０

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １，４８０ 175 238 216 愛知 34%
１７年 １，０９２ 196 338 240 山梨 16%
１８年 ９９３ 258 286 427 徳島 14%
１９年 ９７０ 258 286 427 群馬 7%
２０年 １，１１９ 305 228 183

５ ヵ年平均 １，１３１ 233 272 287

２１年見通し １，０００ 300 280 260

１６年 １，７４９ 283 328 249 岐阜 29%
１７年 １，６１３ 191 310 251 北海道 23%
１８年 １，６１９ 257 276 268 愛知 22%
１９年 １，４６５ 252 315 321 青森 7%
２０年 １，５４０ 238 263 204

５ ヵ年平均 １，５９７ 245 299 258

２１年見通し １，５５０ 270 250 230

１６年 ２９８ 630 525 396 北海道 48%
１７年 ２６０ 448 514 539 愛知 27%
１８年 ２６１ 568 570 620 長野 7%
１９年 ２８５ 533 562 570
２０年 ２８５ 495 502 427

５ ヵ年平均 ２７８ 537 534 507

２１年見通し ２７０ 550 520 500

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、和歌山が終了、北海道、長
野が出てくる。各地の生育は順調で、北海
道は入荷が若干早めになる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５０３
４９９
５８７
５５６
４７１

５２２

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は前月に引き続き岐阜、北海道、愛
知中心。岐阜、北海道の入荷のピークがい
つになるかによるが、入荷量のピークは下
旬移行。岐阜の作付面積は減少。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。
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２３２

２６５

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　先月までの宮崎、熊本に代わり、産地が
大幅に変わり、山梨、徳島からの入荷が始
まる。品種は夏秋ものが出てくる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ５，９４２ 179 174 180 群馬 26%
１７年 ４，５１８ 228 375 222 栃木 24%
１８年 ４，４１５ 315 311 458 茨城 22%
１９年 ３，９９０ 283 438 380 埼玉 9%
２０年 ５，５９６ 351 227 163 （愛知産比率） -%

５ ヵ年平均 ４，８９２ 269 291 267

２１年見通し ５，３００ 290 290 290

１６年 ９，６９１ 268 290 225 青森 18%
１７年 ８，２９５ 163 338 225 栃木 12%
１８年 ８，２２５ 245 279 274 福島 10%
１９年 ７，８１８ 232 299 288 茨城 9%
２０年 ９，４２４ 257 240 197 （愛知産比率） 3%

５ ヵ年平均 ８，６９１ 235 288 240

２１年見通し ９，１００ 250 235 235

１６年 １，０３５ 571 475 407 福島 19%
１７年 ９７３ 368 502 512 茨城 18%
１８年 ９９４ 505 560 574 岩手 13%
１９年 １，０４６ 478 511 540 青森 11%
２０年 １，２００ 501 492 395 （愛知産比率 7%)

５ ヵ年平均 １，０５０ 486 507 482

２１年見通し １，１００ 500 500 470

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

４９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　福島、岩手の東北産地からの入荷が増え
てくる。東北産地の生育は低温、日照不足
の影響で遅れている。７月下旬には量的に
も出揃う見込み。愛知産の生育は終盤で、
平年より着果が良くない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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４７８
４６３
５４６
５１１
４５４

４８９

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地の入荷が本格化してくる。青森
は曇天、低温及び干ばつにより７日程度の
生育遅れ。栃木は半促成・促成作の残り１
～２段で小玉。福島の生育は低温、日照不
足のため生育が遅れぎみ。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。
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２５７
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２７３
２２８

２５１

 前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地が切り上がり、関東産地が入荷
の中心となる。群馬の生育は概ね順調。栃
木は栽培面積が減少。定植時の乾燥で生育
は遅れたが回復している。茨城の生育は豪
雨により草勢が落ちたが回復する見込み。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
大幅に上回る見込み。

な
　
　
　
　
す

１７８
２７６
３５７
３６２
２３９

２７２

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ６４３ 258 268 205 茨城 36%
１７年 ５６３ 263 434 375 岩手 25%
１８年 ４８９ 333 369 386 北海道 18%
１９年 ４６０ 269 364 486 宮崎 9%
２０年 ６０３ 362 302 213 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５５２ 297 343 320

２１年見通し ５６０ 350 320 300

１６年 ２，２５９ 89 84 83 静岡 29%
１７年 ２，３２３ 135 181 169 長崎 24%
１８年 ２，２０５ 120 124 127 青森 17%
１９年 ２，０３８ 86 98 106 愛知 14%
２０年 １，９０４ 147 141 106 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，１４６ 115 126 119

２１年見通し １，８００ 140 140 140

１６年 ３，９２３ 87 87 85 兵庫 55%
１７年 ３，８５９ 76 77 80 愛知 26%
１８年 ４，２９８ 78 75 83 北海道 11%
１９年 ４，３７９ 69 71 69 佐賀 6%
２０年 ５，３８４ 62 64 52

５ ヵ年平均 ４，３６８ 74 74 72

２１年見通し ４，５００ 78 78 78

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

７８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知が終盤、晩生型の入荷。兵庫のつり
玉は中旬に入荷。兵庫は大玉不足で小玉傾
向。他産地も生育は順調。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。
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７３

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長崎、静岡が中心。後半から青
森。北海道からの入荷が本格化するまでは
北から南まで各産地まんべんなく入荷が見
込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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１２０

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岩手、北海道、宮崎の夏秋ものと
茨城の促成もの。岩手、北海道の作付面積
は前年並み、生育も順調。梅雨により入荷
量が不安定になる時期。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ２，６５９ 158 163 158 茨城 66%
１７年 ２，１１５ 193 408 387 岩手 22%
１８年 ２，１８３ 265 314 384 福島 6%
１９年 ２，１６０ 215 328 518 青森 2%
２０年 ２，４６８ 239 200 154 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，３１７ 212 275 309

２１年見通し ２，５００ 250 280 280

１６年 ５，５９９ 99 87 90 茨城 23%
１７年 ５，２４６ 128 147 151 静岡 23%
１８年 ５，３８０ 118 125 135 長崎 18%
１９年 ６，０２１ 81 86 93 千葉 17%
２０年 ５，２５４ 146 133 112 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ５，５００ 113 114 115

２１年見通し ５，０００ 170 160 150

１６年 １０，７７７ 99 89 92 佐賀 45%
１７年 １１，０４７ 81 81 82 兵庫 21%
１８年 １０，１１４ 85 82 88 香川 15%
１９年 ９，９２８ 74 74 83 群馬 5%
２０年 １０，１２２ 81 78 71 （愛知産比率 2%)

５ ヵ年平均 １０，３９８ 84 81 83

２１年見通し ９，６００ 95 95 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

９８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　佐賀、兵庫、香川の入荷が中心となる。
佐賀は生育後半の天候回復で肥大は順調。
兵庫の生育は順調で品質も良好。香川の生
育は天候不順の影響で小玉傾向。作付面積
は大幅に減少している。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。
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７７
７７

８３

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。静岡
は生育が前進しており小玉傾向であるが品
質は良好。長崎は、高温乾燥で茎葉の傷み
が目立ち小玉傾向。千葉の生育は概ね順調
である。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９２
１４２
１２６
８６

１３２

１１５

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、岩手からの入荷が中心となる。茨
城の生育は順調で品質も良好。終盤である
が切り上がりは遅くなる見込み。岩手の生
育は定植時の乾燥で生育が遅れたが降雨に
より回復してきている。
　入荷量は前年並み、価格は安かった前年
を大幅に上回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

１５９
３２４
３１３
３３６
２２７

２６６

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １７，３２６ 320 350 313 フィリピン 19%
１７年 １６，８１７ 291 303 271 愛知 17%
１８年 １４，０３２ 342 329 303 山梨 8%
１９年 １３，２１５ 341 339 319 山形 7%
２０年 １２，０３５ 350 360 334

５ ヵ年平均 １４，６８５ － － －

２１年見通し １１，８００ － － －

１６年 ４５１ 640 582 481 愛知 48%
１７年 ４１７ 494 521 459 静岡 37%
１８年 ３５７ 700 623 487 高知 14%
１９年 ３３１ 591 539 516
２０年 ３０９ 628 625 584

５ ヵ年平均 ３７３ 608 576 501

２１年見通し ３００ 650 600 550

１６年 ３，８３１ 138 165 168 愛知 26%
１７年 ３，６４５ 135 119 109 石川 23%
１８年 ３，６６３ 155 123 108 長野 16%
１９年 ２，９６６ 125 115 132 山形 15%
２０年 ２，７６２ 138 160 204

５ ヵ年平均 ３，３７３ 139 136 142

２１年見通し ２，７００ 130 150 180

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３２５
２８８
３２４
３３３
３４７

３２１  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか、メロン、ももを中心に入荷。中
旬はギフト需要から単価上昇。
　全体として入荷は少なめだが、消費が低
迷していることから低価格傾向。
　入荷量、価格ともに前年をやや下回る見
込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５６６
４９３
６００
５５１
６１４

５６１  前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本が終了し、愛知、静岡、高地
中心。中旬はギフト関連の需要で単価上が
るが、下旬は作付面積は減少している。
　入荷量、価格とも前年をわずかに下回る
見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１６０
１１８
１２６
１２５
１７２

１３９  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、石川を中心に、下旬に長
野、山形が出てくる。作付は減少。長野は
７月入荷を増やしているが、昨年よりも入
荷は８月にシフトする。入荷量のピークは
梅雨明け時期次第。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ４９，０９９ 333 340 304 山梨 17%
１７年 ４７，１７９ 329 320 359 山形 11%
１８年 ４４，６８１ 374 328 296 千葉 11%
１９年 ４１，４８８ 359 345 291 フィリピン 10%
２０年 ４２，９３５ 360 346 323 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ４５，０７６ － － －

２１年見通し ４４，０００ － － －

１６年 １，０３２ 726 590 541 静岡 51%
１７年 ９７７ 554 558 564 千葉 18%
１８年 ９１２ 759 600 553 高知 9%
１９年 ８６６ 620 542 580 熊本 8%
２０年 ７７２ 624 683 745 （愛知産比率 5%)

５ ヵ年平均 ９１２ 658 592 590

２１年見通し ７７０ 700 650 650

１６年 ８，５７５ 155 154 129 千葉 25%
１７年 １２，６６３ 106 129 138 山形 19%
１８年 １１，６４４ 129 142 174 新潟 12%
１９年 １３，８９５ 131 125 125 茨城 9%
２０年 １４，２２４ 150 168 198 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２，２００ 133 143 155

２１年見通し １４，５００ 165 160 160

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３２４
３０１
３３０
３２９
３４２

３２５  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか類、もも、メロン類中心に入荷す
る。ももは山梨中心に入荷。気温高により
生育は前進化傾向。すいかは各産地とも順
調に入荷する見込み。中元の需要期となる
が消費の冷え込みの影響が懸念される。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

６３０
５５８
６４２
５８２
６７３

６１５  前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡中心に入荷する。昨年重油高騰によ
り作付面積が大幅に減少した静岡の作付面
積は横ばい。生育は一部小玉化がみられる
ものの概ね順調である。千葉の生育も順調
で大玉傾向。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回ると見込まれる。

す
　
　
い
　
　
か

１４９
１１８
１４０
１２７
１７５

１４２  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、新潟に加え、後半山形からの入荷
が本格化する。千葉の生育は順調で、少な
かった前年をかなり上回る入荷が見込まれ
る。山形も生育は良好で、順調な入荷が見
込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回ると見込まれる。
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切　花　・　鉢　花　の　７　月　の　見　通　し

　切　花（地方卸売市場ヤマヱ生花市場　　６月２４日現在）

１６年 ９８１ ５２
実 １７年 ９０７ ４６

１８年 １，０９９ ３４
績 １９年 １，０５３ ３４

２０年 １，０７２ ３３

１，０２２ ３９

１，１００ ３５

概
　
要

１６年 １，２６１ ２３
実 １７年 １，０１９ ３１

１８年 １，２２９ ２０
績 １９年 １，０７５ ２２

２０年 １，３２２ ２３

１，１８１ ２４

１，２００ ２３

概
　
要

１６年 ５２６ ３６
実 １７年 ５３８ ４１

１８年 ５１０ ４０
績 １９年 ４８２ ４３

２０年 ５０３ ３６

５１２ ３９

５１０ ３７

概
　
要

１６年 ７４ ４７
実 １７年 １０２ ４９

１８年 ８３ ５２
績 １９年 ８４ ４８

２０年 ７６ ４４

８４ ４８

８０ ４５

概
　
要

２１年見通し

　福島、北海道、長野を中心に入荷。暖地物は終盤に向かい、高冷地物に移行する。高冷
地物は若干の遅れが見られるが、中旬より増加に転じる。
　価格は前半は強めの動きも、後半は弱含みの市況展開か。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知を中心に長野、奈良等から入荷。生育は各産地とも順調に推移している。
　前半は奈良、近在ものが中心、県内山間地や長野は後半から増加。価格は新盆需要で前
半は堅調な動きも、後半はやや軟調な動きとなろう。

５ヶ年平均

２１年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道等から入荷。各産地とも生育は順調、長野産の一番花は、下旬から７月上
旬がピークとなる。価格は新盆需要で前半は堅調、後半は入荷も増量となりやや苦しい展
開か。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野を中心に入荷。後半から県内産も夏系品種に移行、「岩の白扇」中心の販売
となる。
　長野産はやや遅れ気味で推移、入荷は上旬少なめで中旬以降増加する。価格は新盆需要
の期待はあるものの入荷が多ければ苦しい展開か。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２１年見通し

５ヶ年平均

２１年見通し

単位：千本、円／本
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１６年 ２２６ １１８
実 １７年 １９６ １５３

１８年 ２１１ １４６
績 １９年 ２１５ １４９

２０年 １９９ １３４

２０９ １４０

２１０ １４０

概
　
要

１６年 ２５３ ７７
実 １７年 ２６３ ８１

１８年 ２５２ ８１
績 １９年 ２６３ ８４

２０年 ２５９ ７１

２５８ ７９

２５５ ７５

概
　
要

１６年 ３７７ ３６
実 １７年 ３８８ ４１

１８年 ３４６ ４２
績 １９年 ２９８ ５３

２０年 ３４７ ４１

３５１ ４２

３５０ ４０

概
　
要

１６年 １，０７４ ３３
実 １７年 １，１１４ ３３

１８年 １，０５５ ３７
績 １９年 ９２９ ３８

２０年 ９７７ ３６

１，０３０ ３５

１，０００ ３４

概
　
要

２１年見通し

　愛知、静岡、岐阜等から入荷。花付ものは終了し、栽培ものや山取りものが中心の入荷
となる。７月は新盆でほおづきの入荷も若干ある。価格は稽古需要の減少により栽培もの
は苦しい展開、山取りものは引き合い強く、堅調な動きと思われる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、宮崎、静岡、徳島等と輸入物が入荷。
　国内産のカトレア、コチョウランは気温上昇とともに入荷は減少。デンファレは後半よ
り徐々に増加するも品薄感は残る。全体的に入荷は少なめの予想。価格は業務需要中心の
動きと思われるが、入荷量が少ないことから堅調な取引展開か。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、岐阜、和歌山、長野等から入荷。暖地ものは改植期となるため徐々に減少し、高
冷地産が中心となる。価格は気温上昇とともに日持ちが悪くなるため消費が鈍り、苦しい
動きとなろう。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２１年見通し

新潟、愛知、高知等から入荷。オリエンタル系は新潟中心の入荷。生育は順調だが、昨冬
の積雪が少なく、季咲ものの出荷集中が心配。てっぽう百合は前半は長野、後半は兵庫産
の入荷、価格は新盆需要で前半は好調も、後半は苦しい動きと思われる。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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鉢 花（愛知豊明花き地方卸売市場 ６月８日現在） 単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 33,667 3,500

フ 実 １７年 34,858 2,765

ァ １８年 26,916 3,465

レ 績 １９年 29,279 3,506

ノ ２０年 28,731 3,091

プ

シ ５ ヶ 年 平 均 30,690 3,120

ス

２１年見通し 29,000 3,000

概 入荷量は昨年並みか。年々、中元需要が減少しているが、６月の株主総会需要で動きが
良くなるので、上旬がその流れのままで動いていくことに期待したい。

要 昨年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（６５％）、２位静岡
・福岡（９％）となっている。

１６年 19,976 313

ス 実 １７年 22,929 239

パ １８年 28,348 237

テ 績 １９年 27,120 288

ィ ２０年 19,443 249

フ

ィ ５ ヶ 年 平 均 23,581 266

ラ

ム ２１年見通し 18,000 230

概 生産量が減少しているため、入荷量も減少か。中元需要も期待できないため、市況は厳
しい動きが予想される。

要 昨年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（６０％）、２位愛知
（２５％）、３位岐阜（１５％）となっている。

１６年 6,621 180

バ 実 １７年 3,663 96

ラ １８年 7,042 99

（

績 １９年 4,158 114

ミ ２０年 9,282 95

ニ

バ ５ ヶ 年 平 均 6,153 117

ラ

）

２１年見通し 8,000 90

概 入荷量はやや減少か。市況は厳しい動きが予想される。高温で花終わりも早いので、固
めの出荷を望む。

要 昨年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（３８％）、２位山口
（３３％）、３位三重（２０％）となっている。



単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 71,125 559

ド 実 １７年 75,016 480

ラ １８年 64,084 576

セ 績 １９年 55,894 696

ナ ２０年 52,409 572

類

５ ヶ 年 平 均 63,076 570

２１年見通し 52,000 570

概 入荷量は昨年より減少か。入荷は中鉢が中心で、コンシンネの動きが良さそうである。
昨年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（７２％）、２位沖縄

要 （１３％）、３位三重（６％）となっている。

１６年 31,241 907

ア 実 １７年 31,333 981

ン １８年 31,412 1,139

ス 績 １９年 29,918 1,250

リ ２０年 27,060 1,201

ウ

ム ５ ヶ 年 平 均 31,193 1,091

２１年見通し 26,000 1,100

概 入荷量は前年並みか。７～１０号鉢はランの代わりに利用されるようであり、動きは良
好か。一方、４～６号鉢は苦戦しそうである。

要 昨年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（９８％）、２位三重
（２％）となっている。

１６年 5,954 1,275

オ 実 １７年 3,946 1,277

ン １８年 3,302 1,295

シ 績 １９年 4,159 1,314

ジ ２０年 3,054 944

ウ

ム ５ ヶ 年 平 均 4,083 1,237

２１年見通し 2,500 900

概 生産量が減少しているため、入荷量も減少か。市況は昨年同様、厳しい動きが予想され
る。

要 昨年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（５１％）、２位長崎
（１７％）、３位高知（１６％）となっている。



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 59,604 105.3 5,764,366 99.6 97 94.6 210,922 98 19,947,795 88 95 89.1

トマト 170 149.6 56,457 138.5 332 92.6 517 99 154,407 83 299 84.8

たまねぎ 15,359 101.3 671,689 114.7 44 113.2 55,587 88 2,258,185 99 41 115.2

にんにく 1,884 121.5 145,169 93.3 77 76.8 6,626 106 504,792 80 76 75.3

ねぎ 2,447 121.0 264,748 84.7 108 70.0 9,055 92 798,987 64 88 73.8

ブロッコリー 2,662 91.1 586,886 113.2 220 124.3 7,609 76 1,401,196 83 184 112.7

結球キャベツ 2,288 231.3 91,524 235.6 40 101.8 8,208 350 281,230 281 34 75.9

にんじん・かぶ 5,102 99.3 291,459 69.7 57 70.3 14,425 110 758,411 77 53 74.3

ごぼう 3,640 98.8 155,241 53.7 43 54.4 11,842 79 434,804 48 37 68.3

えんどう 52 65.4 13,904 114.1 270 174.6 383 98 75,228 102 197 99.7

アスパラガス 1,070 106.6 594,150 100.2 555 94.0 5,644 112 2,814,804 99 499 89.7

まつたけ - - - - - - 82 - 470 - 6 -

しいたけ 437 157.1 105,532 170.7 242 108.7 2,125 91 470,680 85 221 93.0

かぼちゃ 19,720 103.5 1,125,021 87.9 57 85.0 71,591 103 4,046,138 78 57 73.2

果実（生鮮・乾燥） 216,798 109.3 24,469,216 98.4 113 90.0 685,636 117 69,848,266 103 102 91.8

バナナ 122,423 127.7 9,776,090 132.2 80 103.6 423,642 137 30,470,408 152 72 120.5

パイナップル 14,662 100.4 975,203 103.4 67 103.0 43,662 90 2,812,220 95 64 108.3

レモン 4,570 88.9 522,851 44.7 114 50.3 15,982 101 1,836,651 51 115 50.5

オレンジ 13,973 103.0 1,408,212 102.8 101 99.7 36,693 105 3,718,395 105 101 100.4

グレープフルーツ 28,967 92.7 3,076,490 102.2 106 110.3 87,796 94 8,959,260 93 102 96.5

メロン 5,460 94.6 597,164 90.0 109 95.1 12,567 89 1,471,885 88 117 95.6

ぶどう 1,638 73.8 219,716 56.0 134 75.9 4,604 113 685,454 80 149 59.8

キウイ 8,544 78.3 2,665,792 86.7 312 110.8 8,601 78 2,680,806 87 312 126.7

いちご - - - - - - 35 123 19,414 80 548 64.1

切花（生鮮・乾燥） 2,823 115.2 2,253,047 109.9 798 95.4 12,236 103 8,984,748 93 734 91.6

鳥獣肉類 136,394 90.0 59,049,422 85.1 433 94.5 531,434 98 232,554,960 93 438 94.6

牛肉（くず肉含む） 39,948 103.3 15,771,475 90.4 395 87.6 150,749 109 56,674,139 87 376 79.0

豚肉（くず肉含む） 62,402 85.7 32,722,830 85.5 524 99.9 245,128 95 128,375,912 95 524 99.5

鶏肉 24,726 75.8 5,702,162 68.3 231 90.2 104,821 88 31,282,602 103 298 116.7

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 165,014 92.8 92,782,545 90.2 562 97.3 567,793 91 302,080,293 84 532 91.7

まぐろ類 21,296 99.6 22,981,038 114.4 1,079 114.8 75,660 93 76,147,696 79 1,006 79.2

さば・さんま・あじ・いわし 7,674 169.8 1,224,730 186.9 160 110.1 52,061 112 9,305,149 105 179 91.7

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 2,271 215.4 585,649 172.2 258 79.9 10,072 77 2,573,842 63 256 82.4

うんしゅうみかん 4 54.5 6,246 87.7 1,434 160.9 100 62 62,023 90 618 153.1

りんご 2,254 242.3 554,855 230.1 246 95.0 9,794 78 2,301,173 63 235 80.3

なし - - - - - - 12 22 6,238 22 525 98.5

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 230,470 102.1 - - - - 888,944 78 - -

緑茶 187 143.6 312,596 113.5 1,667 79.1 611 135 1,039,183 111 1,700 82.7

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

４ 月 ま で の 累 計
品 名

４ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２００９年）



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成17年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 

年 月 総 

合 

生鮮 

野菜 

生鮮 

果物 

肉 

類 

魚介

類 

 
項 目

 

年 月 農産物

総 合

米 

 

野 菜 

 

果 実

 

畜産物

 

19年平均 100.3 103.1 109.3 102.7 103.1

 
 
 

 

 

 19年平均 97.6 95.0 100.6 110.1 99.5

20年12月 101.3 105.8 100.7 106.8 106.0 20年12月 101.3 97.4 110.2 120.5 99.5

21年 1月 100.7 109.0 104.6 106.9 106.5 21年 1月 98.9 98.6 110.0 99.1 95.2

2月 100.4 101.7 100.4 106.7 105.3 2月 96.5 98.6 101.3 103.2 96.3

3月 100.7 103.7 97.4 106.9 105.3 3月 103.7 98.4 122.2 84.8 96.0

全

 

国

 

4月 100.8 110.3 89.3 106.2 105.5 4月 97.4 98.7 108.1 76.7 97.6

19年平均 100.5 100.3 111.1 100.7 103.5   

20年12月 101.8 101.4 98.0 104.9 104.7 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

21年 1月 101.3 104.1 103.5 104.7 103.8  

2月 100.8 94.6 100.8 103.6 101.2

3月 101.3 97.2 97.3 102.6 104.5

愛

知

県

 

4月 101.7 103.4 90.1 101.4 104.0

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ
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は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

19年平均 2,229 147 153 589 440 269 137 295 203 530 629 206 535 

20年12月 2,208 186 132 578 545 259 137 279 184 664 699 201 428 

21年 1月 2,208 188 136 613 626 266 119 273 190 642 628 226 409 

2月 2,215 167 127 519 426 271 118 270 185 604 599 215 395 

3月 2,243 152 169 511 471 276 123 271 194 666 699 190 410 

4月 2,243 209 261 503 426 354 164 303 207 432 674 189 442 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ 

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
） 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
ロ
ー
ス
） 

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
） 

ま

ぐ

ろ 

 

品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

19年平均 689 356 509 165 258 705 602 163 170 315 221 776 506 

20年12月 468 364 413 173 260 669 615 162 174 351 229 828 472 

21年 1月 554 346 389 150 256 669 610 162 166 335 228 791 485 

2月 592 338 405 148 259 650 599 158 161 328 225 785 465 

3月 606 318 345 143 253 608 607 164 168 336 223 754 473 

4月 - 306 338 122 266 605 611 158 166 326 223 732 461 
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